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6 プチテストに備えよう

6.1 論理と集合の復習

6.1.1

略解

S1 ⊂ S2であること (x1, x2) ∈ S1 とすると, x2
1 + x2

2 < 1. よって, x2
1 < 1 − x2

2 < 1. 同
様に x2

2 < 1 − x2
1 < 1 よって, |x1| < 1 ∧ |x2| < 1 であり (x1, x2) ∈ S2.

S1 ⊃ S2でない, したがって S1 = S2 でないこと (x1, x2) = (0.9, 0.9)が反例になってい
る. |x1| = 0.9 < 1, |x2| = 0.9 < 1 より (x1, x2) ∈ S2. しかし, x2

1 < 1−x2
2 = 0.81× 2 > 1.

であり, (x1, x2) 6∈ S1.

1. 0 ∈ S1 の必要十分条件は ∃y (0 · y < 0∧ y > 0)}. これは偽 (常に 0 · y = 0 だから).

一般に S1 = {x ∈ R|x < 0}.
0 ∈ S2 の必要十分条件は ∀y (0 · y ≤ 0). これは真.

一般に S2 = {x ∈ R|x = 0} = {0}.

6.2 写像の全射単射の復習

6.2.1

略解

1. 全射でない (f(x) = 1 となる x がない). 単射でない (f(1) = f(−1)).

2. 単射である. 全射でない (f(x) = −1 となる x がない).

3. 全単射.

4. 全射でない (f(x) = 2 となる x がない). 単射でない (f(1) = f(−1)).

6.3 写像の像・逆像の復習

6.3.1

略解 ごめんなさい. 2は問題がおかしかったので 2通りの修正をのせています.
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1. f(X1) = {0, 1, 4}, f−1(Y1) = {−2,−1,0, 1, 2}.
2. f(X1) = {1, 3}, f−1(Y1) = {3n + 1|n ∈ Z}
3. f(X1) = {0, 1}, f−1(Y1) = {3n|n ∈ Z} ∪ {3n + 1|n ∈ Z}.
4. f(X1) = {1, 4, 512}, f−1(Y1) = {2}.

6.4 濃度の復習

6.4.1

略解

1. #X = ℵ < #Y = 2ℵ

2. どちらも ℵ.

3. #X = ℵ0 < #Y = ℵ.

6.4.2 2007-11-06 quiz 2

略解

• P1

どか 1 T. なぜなら すべての x ∈ N に対して x + x = 2x は 2の倍数.

どか 2 T.なぜならすべての x1, x2 ∈ Nに対して x1 +x2 が 2の倍数ならば x2 +x1(=

x1 + x2) も 2の倍数.

どか 3 T. なぜなら すべての x1, x2, x3 ∈ N に対して x1 + x2 = 2k1, x2 + x3 = 2k2

のとき, x1 + x3 = 2(k1 + k2 − x2) は 2の倍数.

• P2

どか 1 F. 反例 x = 1.

どか 2 T.なぜならすべての x1, x2 ∈ Nに対して x1 +x2 が 2の倍数ならば x2 +x1(=

x1 + x2) も 3の倍数.

どか 3 F. 反例 x1 = x3 = 1, x2 = 2.

http://hig3.net

目次 前回 次回 今回の問題

http://www.a.math.ryukoku.ac.jp/protect unhbox voidb@x penalty @M  {}hig/course/topology_2007/
http://hig3.net
http://www.a.math.ryukoku.ac.jp/~hig/course/topology_2007/#schedule
http://www.a.math.ryukoku.ac.jp/~hig/p01.pdf
http://www.a.math.ryukoku.ac.jp/~hig/course/topology_2007/p07.pdf
http://www.a.math.ryukoku.ac.jp/~hig/course/topology_2007/p06.pdf

	6 プチテストに備えよう
	6.1 論理と集合の復習
	6.1.1 

	6.2 写像の全射単射の復習
	6.2.1 

	6.3 写像の像・逆像の復習
	6.3.1 

	6.4 濃度の復習
	6.4.1 
	6.4.2 2007-11-06 quiz 2



